平成30年度
関東甲信越静地区高等学校国際教育研究協議会
総会資料
日　時：　平成30年5月24日（木）　13：30～14：20
会　場：　独立行政法人国際協力機構（JICA）　地球ひろば　SR203
　　　　　〒162－8433　　東京都新宿区市谷本村町10－5   
関東甲信越静地区高等学校国際教育研究協議会　平成30年度総会
1 日時　　平成30年５月24日（木）13:30～14:20　
2 場所　　独立行政法人　国際協力機構（JICA）地球ひろば　SR203
　　　　　　　〒　162－8433　　東京都新宿区市谷本村町10－5    TEL　03－3269－2911 
    　　　  

3 会議出席者　敬称略　
	都県
	会長氏名
	学校名
	事務局氏名
	学校名

	新潟県
	　
	　
	　
	　

	茨城県
	山﨑　美樹
	土浦湖北高校
	
	

	
	
	
	丸本　照美
	竹園高校

	栃木県
	猪瀬　清隆
	宇都宮北高校
	志村　千晴
	会長校に同じ

	群馬県
	西村　琢巳
	桐生女子高校
	阿久津　忍
	会長校に同じ

	埼玉県
	山田　杉子
	和光国際高校
	瀧嶋　明康
	会長校に同じ

	千葉県
	和田　哲也
	流山高校
	
	


	
	
	
	玉置　瞬
	柏市立柏高校

	東京都
	○大泉　昌明
	五日市高校
	
	

	
	
	
	○小林　源地
	練馬工業高校

	山梨県
	深澤　眞悟
	農林高校
	宮澤　芳美
	会長校に同じ

	長野県
	田中　信明
	佐久平総合技術高校
	萩原　正道
	会長校に同じ

	神奈川県
	伊原　伸一郎
	弥栄高校
	
	

	
	
	
	小野　行雄
	磯子高校

	静岡県
	
	
	中田　貴之
	吉原高校


平成29-30年度　関東甲信越静地区　事務局（東京都）
	地区事務局長
	〇中村　俊佑
	五日市高校
	
	会計
	〇竹山　哲司
	新宿山吹高校


4 次第
(1) 開会の辞　
(2) 会長挨拶　
(3) 議長選出　
(4) 議事
①　平成29年度事業報告
②　平成29年度決算報告、ゆうちょ口座の継続について
③　平成30年度役員の選出について
④　平成30年度事業計画について　
⑤　平成30年度予算について　　
⑥　平成30年度高校生英語・日本語弁論大会地区代表選考について
⑦　平成30年度国際理解研究発表大会地区大会について
　  　⑧　会則の一部改正について

⑨　その他　
(6) 連　　絡
①　会費の納入について
　　　　②  各都県事務局からの連絡・報告など
(7) 閉会の辞　　　　　　　　　　
平成29年度　事業報告
・平成29年５月25日（木） 　 関東甲信越静地区総会（於：JICA地球ひろば）
1 平成28年度事業報告

2 平成28年度決算報告

3 平成29年度役員の選出について

4 平成29年度事業計画案について

5 平成29年度予算案について

6 平成29年度英語弁論大会・日本語弁論大会・国際理解研究発表大会について
・平成29年７月１日（土）関東甲信越静地区英語弁論大会・日本語弁論大会・国際理解研究発表大会
〔審査員〕  東京都立五日市高等学校　　　　校長　　　　　　　　　大泉　昌明　先生
　　　　　　　　  　東京都立瑞穂農芸高等学校　　　教諭（関東事務局）　　中村　俊佑　先生
　　　　　　　　　　東京都立新宿山吹高等学校　　　主幹教諭　　　　　　　竹山　哲司　先生
　　　　　　　　　　東京都立練馬工業高等学校　　　ＪＥＴ　　　　　　　　Shane Patel　先生
ア　英語弁論大会　　９名出場　上位２名が全国大会（岩手大会）に出場
第１位  東京都　多摩大学附属聖ヶ丘高等学校　正木 向日葵

表題　　Power of the smile

第１位　栃木県　佐野日本大学中等教育学校　横田 菜々子

表題　　The Power of a 100 Yen

第２位　静岡県　不二聖心女子学院高等学校　久冨 穂佳

表題　　What I Can Do for the People in Need

イ　日本語弁論大会　　８名出場　上位４名が全国大会（東京大会）に出場
第１位  静岡県　静岡城北高等学校　　天野 美来

表題　　本当に必要とされていること
第２位　埼玉県立坂戸高等学校　ダーマ・エリース・ヘルナンデス・ピネダ
表題　　私の人生を変えた日本
第３位　千葉県柏市立柏高等学校　ミラド・ラジャイ
表題　　壁ではなく、橋を
第４位　関東国際高等学校　ブダトキ　デヴィ
表題　　変化をおこすための一歩
ウ　国際理解研究発表   １名出場
第１位　千葉県立松尾高等学校　椎名　真規

表題　私の夢　～スウェーデンから学んだこと～
・平成30年１月19日（金）10時から15時30分　　研究協議会・事務局長会議　（於　JICA地球ひろば）

1 平成29年度事業中間報告　
2 平成29年度会計中間報告、ゆうちょ口座の継続について
3 平成29年度各都県活動状況報告
4 関東甲信越静地区弁論大会の運営についての検討事項
5 全国国際教育研究協議会事務局より
平成29年度　決算報告（案）　次ページの通り
平成30年度　関東甲信越静地区　役員・事務局名簿（案）
	都道府県
	役職
	学校名
	会長職名
	会長氏名
	〒
	学校住所
	ＴＥＬ
	ＦＡＸ

	東京都
	会長
	五日市高校
	校長
	大泉　昌明
	190-0164
	あきる野市五日市894
	042-596-0176
	042-596-1250

	神奈川県
	副会長
	弥栄高校
	校長
	伊原　伸一郎
	252-0229
	相模原市中央区弥栄3-1-8
	042-758-4695
	042-751-6137

	東京都
全国会長
	副会長
	多摩工業高校
	校長
	早川　信一
	197-0003
	福生市熊川 215
	042-551-3435
	042-551-7592

	新潟県
	理事
	未成立
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	埼玉県
	理事
	和光国際高校
	校長　
	山田　杉子
	351-0106
	和光市広沢4-1
	048-467-1311
	048-460-1018

	千葉県
	理事
	流山高校
	校長　　
	和田　哲也
	270-0114
	流山市東初石2-98
	04-7153-316１
	04-7153-6894

	茨城県
	理事
	土浦湖北高校
	校長　　
	山﨑　美樹
	300-0021
	土浦市菅谷町1525-1
	029-831-4170
	029-832-4624

	栃木県
	理事
	宇都宮北高校
	校長　　
	猪瀬　清隆
	321-0973
	宇都宮市岩曽町606
	028-663-1311
	028-660-4726

	群馬県
	理事
	桐生女子高校
	校長
	西村　琢巳
	376-0601
	桐生市梅田町1-185-1
	0277-32-2182
	0277-32-0278

	長野県
	理事
	佐久平総合技術高校
	校長　
	田中　信明
	384-0301
	佐久市臼田751臼田キャンパス
	0267-82-2053
	0267-81-1077


	山梨県
	理事
	農林高校
	校長　　
	深澤　眞悟
	400-0117
	甲斐市西八幡4533
	055-276-2611
	055-276-2760

	静岡県
	連絡先
	吉原高校
	教諭
	中田　貴之
	417-8545
	富士市今泉2160
	0545-52-1440
	0545-52-8082

	東京都
	監事
	新宿山吹高校
	校長　　
	梶山　隆
	162-8612
	新宿区山吹町８１
	03-5261-9771
	03-5261-9750

	東京都
	監事
	大泉高校附属中学校
	副校長
	中里　真一
	178-0063
	練馬区東大泉5-3-1
	03-3924-0318
	03-3924-9931


（筆頭副会長は、次期事務局県の会長。　　理事は、事務局持ち回りの順に列記。）
	事務局長
	五日市高校
	教諭
	中村　俊佑
	190-0164
	あきる野市五日市894
	042-596-0176
	042-596-1250

	書記（弁論大会）
	板橋有徳高校
	教諭
	吉野　翔子
	175-0083
	板橋区徳丸2-17-1
	03-3932-9251
	03-3932-9299

	書記（会計担当）
	新宿山吹高校
	教諭
	竹山　哲司
	162-8612
	新宿区山吹町８１
	03-5261-9771
	03-5261-9750


平成30年度　事業計画（案）
5月24日（木）　関東甲信越静地区総会　（JICA地球ひろばにて）
6月　　　　　 　各都県にて、英語・日本語弁論大会及び国際理解研究発表会
6月21日（木）　英語・日本語弁論大会及び国際理解研究発表会　参加申込の締め切り（必着）
　　　　　　　　＊県大会の日程で、21日（木）までにＤＶＤの送付が難しい県は、6月8日（金）までに、

地区事務局（都立五日市高校・中村）までご連絡ください。
6月 30日（土） 高校生英語・日本語弁論大会地区代表選考会 及び　国際理解研究発表会
ＤＶＤによる審査。審査員は、地区事務局が選定する。地区役員など3名を予定。
７月2日（月）　英語・日本語弁論大会の選考結果報告（出場校、各都県事務局長あて）
　　　　　　　　ただし、全国大会出場者（地区代表者）へは審査終了後ただちに結果を伝える。
8月7日（火）～8日（水）　第55回全国国際教育研究大会東京大会（JICA地球ひろばにて）
平成31年2月1日（金）　事務局長会議及び研究協議会　（JICA地球ひろばを予定）
平成30年度　予算（案）
	
	収入総額
	201,940
	円
	

	
	支出総額
	201,940
	円
	

	
	差引残額
	0
	円
	

	収入の部
	
	
	
	(単位:円)

	科目
	本年度予算(A)
	前年度予算(B)
	増減(A-B)
	摘要

	会費
	24,000 
	30,000 
	△ 6,000
	3,000円×8都県(長野県は前年度に納入済み)

	全国国際教育研究協議会
助成金
	30,000 
	30,000 
	0
	　

	雑収入
	0 
	21 
	△ 21
	預金利息等

	繰越金
	147,940 
	122,519 
	25,421
	前年度繰越金

	合計
	201,940 
	182,540 
	19,400
	　

	英語・日本語弁論大会では参加費を徴収しないこととしたので、この項目は削除した。

	
	
	
	
	

	支出の部
	
	
	
	(単位:円)

	科目
	本年度予算(A)
	前年度予算(B)
	増減(A-B)
	摘要

	弁論大会審査員謝金
	20,000 
	30,000 
	△ 10,000
	10,000円×2人

	弁論大会経費
	10,000 
	12,000 
	△ 2,000
	事務局交通費など

	研究協議会講師謝金
	20,000 
	20,000 
	0
	会場賃料・交通費を含む

	通信費
	5,000 
	10,000 
	△ 5,000
	賞状送料等

	消耗品費
	2,000 
	2,000 
	0
	賞状用紙・事務用品等

	会議費
	15,000 
	15,000 
	0
	事務局長会議
（1000×15人）

	全国国際教育研究大会
主催者負担金
	80,000 
	20,000 
	60,000
	第55回東京大会

	予備費
	49,940 
	73,540 
	△ 23,600
	全国大会積立金を含む

	合計
	201,940 
	182,540 
	19,400
	　

	※科目間の流用を認める
	
	
	
	


各都県（高等学校）国際教育研究協議会　会長・事務局長各位
関東甲信越静地区高等学校国際教育研究協議会
会長　大泉　昌明(東京都立五日市高等学校長)
平成30年度会費の納入について
日頃より、本協議会の活動に対し、ご理解、ご協力をいただき深く感謝致しております。
つきましては、今年度も各種事業を円滑に運営するために、会費を7月末日までに下記の口座あてに、口座振込にて納入くださるようお願い申し上げます。
なお、入金後は地区事務局会計担当あてに、メールにて振り込んだ旨お知らせいただければ幸いです。
記
１．会費  ：金三千円也 

２．入金先　銀行名：　ゆうちょ銀行

口座名義：　関東甲信越静地区高等学校国際教育研究協議会　　　貯金種目：　普通貯金
郵便局（ゆうちょ銀行）から　　記号：１０１１０、　　番号９２８５９６２１
　　郵便局以外から　　　　　　　　支店名：〇一八(ゼロイチハチ)、　　口座番号：９２８５９６２

３．振込期限：平成30年７月31日（火）
４．問合先：東京都立新宿山吹高等学校　竹山哲司（地区事務局会計担当）　住所：〒162-8612新宿区山吹町81

電話：03-5261-9771　　　　E-mail：Satoshi_Takeyama@member.metro.tokyo.jp

関東甲信越静地区高等学校国際教育研究協議会
第３８回高校生英語弁論大会　地区代表選考要項
１．各都県の事務局は、各都県の代表生徒１名を選考し、代表生徒の指導教諭がＤＶＤ、弁論原稿、和文要旨、申込用紙（別紙）を下記申し込み先に送付すること。ＤＶＤには必ず、弁論の表題・出場者氏名・在籍学校名・都県名を明記したラベルを貼ること。送付用に収録する弁論は、都県大会実施後に代表生徒在籍高等学校で録画しＤＶＤに収録したものとする。なお、収録にあたり以下の点に注意をすること。
1 在籍学校内で、専用の機器を使用して撮影すること。（映像や音声の質を確保するため、スマホなどは不可とする。）
2 弁論発表をはじめる前に、在籍学校名、出場者氏名、表題を述べること。その後３～５秒程度の時間を空け、弁論発表を開始すること。
3 教卓または演台の前に立ち、上半身のみ（胸から上）が映る状態で撮影し、過度な身振り手振りは行わないこと。（弁論大会審査用の映像であって、いわゆるプロモーション映像ではないことを明確にすること。）
4 当該生徒の弁論以外の音声が入らないよう注意すること。
5 絶対に編集をしないこと。
6 再生及び審査にあたって、ＤＶＤの保存はＷＡＶ形式で行う。ＤＶＤで保存後、他の機器でも再生できることを確認すること。なお、ブルーレイ形式での保存はしないこと。
２．弁論原稿（和文の要旨を含む）はＡ４判とし、以下の通り作成すること。また、別紙①の申込書に必要事項を記入し同封すること。
1 弁論原稿は「Ｗｏｒｄ」で作成し、書式はＡ４版縦方向で、全角40字（半角80字）×40行、英文はCentury、和文要旨はMS明朝、文字サイズは11ポイントとすること。
2 １行目に表題（英語または日本語）を左詰めで、２行目に都県名・在籍学校名（略称不可）・学年・出場者氏名を日本語で明記すること。
3 氏名等の行から1行あけて発表原稿を記載すること。その後、1行あけて発表要旨を日本語で5行程度記載すること。
4 「Ｗｏｒｄ」ファイルは、「英語弁論原稿・都県名・生徒氏名」とすること。
5 弁論原稿はＤＶＤに同封するとともに、下記アドレスにもE-mailにて添付ファイルで送付すること。
　送付先E-mailアドレス：tobenron@jafie.jp

送付件名：　関東甲信越静地区　英語弁論原稿（都県名・学校名）
３．弁論内容、弁論時間、審査項目、審査基準等は、全国大会のものを適用する。審査は、ＤＶＤに収録された音声および映像によって行う。
４．審査員は３名とし、関東甲信越静地区事務局が審査員を選定し依頼する。
５．各都県からの申込期限（ＤＶＤ・原稿等の送付期限）は、平成３０年６月２１日（木）必着とする。
６．選考は、平成３０年６月３０日（土）東京都立練馬工業高等学校にて行う。
詳細については、出場生徒の指導教師および各都県の事務局長に通知する。選考の傍聴希望者は、事前に地区事務局にE-mailにて申し込むこと。申込多数の場合は、会場準備の都合上先着順とする。
＜選考結果について＞
１． 選考結果は、平成３０年７月２日（月）までに各都県事務局長および出場生徒指導教師あてに、E-mailにて通知する。ただし、全国大会出場生徒の指導教師または当該校の管理職あてには、選考会終了後直ちに通知する。　
２．選考に通った生徒は、第55回全国大会（平成30年8月、東京都JICA地球ひろば）に出場する。
全国大会出場生徒は、原稿等に修正等がある場合は、平成３０年７月６日（金）必着で、以下の担当にE-mailで送付する。
弁論大会担当；小林源地（東京都立練馬工業高等学校）　

〒179-8909　東京都練馬区早宮2丁目9番18号　　Tel；03-3932-9251　　

　　      　　　　　　E-mail；tobenron@jafie.jpまたはGenji_Kobayashi@education.metro.tokyo.jp

関東甲信越静地区高等学校国際教育研究協議会
第１８回高校生日本語弁論大会　地区代表選考要項
１．各都県の事務局は、各都県の代表生徒２名を選考し、代表生徒の指導教諭がＤＶＤ、弁論原稿、申込用紙（別紙）を下記申し込み先に送付する。ＤＶＤには必ず、弁論の表題・出場者氏名・在籍学校名・都県名を明記したラベルを貼ること。送付用に収録する弁論は、都県大会実施後に代表生徒在籍高等学校で録画しＤＶＤに収録したものとする。なお、収録にあたり以下の点に注意をすること。
1 在籍学校内で、専用の機器を使用して撮影すること。（映像や音声の質を確保するため、スマホなどは不可とする。）
2 弁論発表をはじめる前に、在籍学校名、出場者氏名、表題を述べること。その後３～５秒程度の時間を空け、弁論発表を開始すること。
3 教卓または演台の前に立ち、上半身のみ（胸から上）が映る状態で撮影し、過度な身振り手振りは行わないこと。（弁論大会審査用の映像であって、いわゆるプロモーション映像ではないことを明確にすること。）
4 当該生徒の弁論以外の音声が入らないよう注意すること。
5 絶対に編集をしないこと。
6 再生及び審査にあたって、ＤＶＤの保存はＷＡＶ形式で行う。ＤＶＤで保存後、他の機器でも再生できることを確認すること。なお、ブルーレイ形式での保存はしないこと。
２．弁論原稿はＡ４判とし、以下の通り作成すること。また、別紙②の申込書に必要事項を記入し同封すること。
①   弁論原稿は「Ｗｏｒｄ」で作成し、書式はＡ４版縦方向で、全角40字×40行、英文はCentury、和文はMS明朝、文字サイズは11ポイントとすること。
②  １行目に表題（日本語）を左詰めで、２行目に都県名・在籍学校名（略称不可）・学年・出場者氏名を日本語で明記すること。
③  氏名等の行から1行あけて発表原稿を記載すること。
④ 「Ｗｏｒｄ」ファイルは、「日本語弁論原稿・都県名・生徒氏名」とすること。
⑤　弁論原稿はＤＶＤに同封するとともに、下記アドレスにもE-mailにて添付ファイルで送付すること。
　送付先E-mailアドレス；tobenron@jafie.jp
送付件名：　関東甲信越静地区　日本語弁論原稿（都県名・学校名）
３．弁論内容、弁論時間、審査項目、審査基準等は、全国大会のものを適用する。　
４．審査員は３名とし、関東甲信越静地区事務局が審査員を選定し依頼する。
５．各都県からの申込期限（ＤＶＤ・原稿等の送付期限）は、平成３０年６月２１日（木）必着とする。
６．選考は、平成３０年６月３０ 日（土）東京都立練馬工業高等学校にて行う。
詳細については、出場生徒の指導教師および各都県の事務局長に通知する。選考の傍聴希望者は、事前に地区事務局にE-mailにて申し込むこと。申込多数の場合は、会場準備の都合上先着順とする。
＜選考結果について＞
１． 選考結果は、平成３０年７月２日（月）までに各都県事務局長および出場生徒指導教師あてに、E-mailにて通知する。ただし、全国大会出場生徒の指導教師または当該校の管理職あてには、選考会終了後直ちに通知する。　
２．選考に通った生徒は、第55回全国大会（平成30年8月、東京都JICA地球ひろば）に出場する。
全国大会出場生徒は、原稿等に修正等がある場合は、平成３０年７月６日（金）必着で、以下の担当にE-mailで送付すること。
弁論大会担当；小林源地（東京都立練馬工業高等学校）　

〒179-8909　東京都練馬区早宮2丁目9番18号　　 Tel；03-3932-9251　　

　　  　E-mail； tobenron@jafie.jpまたはGenji_Kobayashi@education.metro.tokyo.jp
関東甲信越静地区高等学校国際教育研究協議会　　国際理解研究発表会要項
１．　国際理解研究発表大会は、各都県で選ばれた代表生徒を参加者として実施する。審査は、ＤＶＤに収録された音声および映像によって行う。
２．　各都県の事務局は、各都県の代表生徒１名を選考し、代表生徒指導教諭がＤＶＤ、弁論原稿、和文要約、申込用紙（別紙）を下記申し込み先に送付する。送付用に収録する弁論は、都県大会実施後に代表生徒在籍高等学校で録画しＤＶＤに収録したものとする。なお、収録にあたり以下の点に注意をすること。
　　　　　①在籍学校内で撮影すること
　　　　　②教卓または演台の前に立ち、上半身のみ（胸から上）が映る状態で撮影すること
　　　　　③絶対に編集をしないこと
　　　　　④弁論以外のその他の音が入らないよう注意すること
　　　　　⑤弁論発表をはじめる前に、在籍高等学校、出場者氏名、表題を述べること。その後３～５秒程度
時間を空け、弁論発表を開始すること
⑥ブルーレイ形式での保存はしないこと、保存形式はＤＶＤのＷＡＶ形式とする
３．　ＤＶＤには必ず、発表の表題・出場者氏名・在籍高校名・都県名を明記したラベルを貼ること。
　　  発表原稿はＡ４版とし、文頭に、表題・出場者氏名・在籍高校名・都県名を、明記すること。また、別紙申込書に必要事項を記入し同封すること。
４．　発表内容、時間は以下の通りとする。
　①意見発表・・我が国の国際社会での役割や海外渡航等を通して感じたことや抱負などについて、

口頭で発表する。発表時間は10分程度。
　②研究・記録発表・・国際理解、国際協力についての研究及び活動記録等について、スライドやビデオ等の
視聴覚機器を利用し、図表なども用いて発表する。発表時間は15分程度。　
５．　審査基準は論旨70点、態度30点とする。　
６．　審査員は３名とし、関東甲信越静地区事務局が選定する。
７．　各都県からの申込期限（ＤＶＤ・原稿等の送付期限）は、平成３０年６月２１日（木）必着とする。
８．　選考は、平成30年6月30日（土）に東京都立練馬工業高等学校にて行う。詳細については、各都県の事務局長に連絡する。選考の傍聴希望者は、事前に地区事務局に申し込むこと。申込多数の場合は、会場の都合上先着順とすることもある。　
９．　選考結果は、平成30年７月5日（木）までに各都県事務局に通知する。
研究発表会担当；小林源地（東京都立練馬工業高等学校）　E-mail； tobenron@jafie.jp
〒179-8909　東京都練馬区早宮2丁目9番18号　　 Tel；03-3932-9251　
（事務局校用）
　平成30年　　月　　日
関東甲信越静地区　弁論大会・研究発表会参加者数　報告書　
下記事項に関して御記入、御確認のうえメールで御提出ください。
　　　　　　　　　　　（　都　・　県　）
　　　事務局校名　　　　　　　　　　　　高等学校　  事務局長氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●出場生徒数、部門　
	部　門
	英語弁論
	日本語弁論
	意見・研究発表

	人　数
	　　　　　　　　名
	　　　　　　　　名
	　　　　　　　　名


●関東甲信越静地区大会代表者　
	
	代表生徒氏名
	高等学校名
	学校電話番号
	担当教諭名
	担当教諭
メールアドレス

	英語
弁論
	
	
	
	
	

	日本語弁論
	
	
	
	
	

	研究
発表
	
	
	
	
	


＊該当生徒がいない場合には「代表生徒氏名」欄に「該当者なし」と御記入ください。
●確認項目　以下の内容について再度御確認ください
　①代表者に関東甲信越静地区大会の要項、全国大会の要項・審査基準の配布
　②ＤＶＤ収録に関する事項の確認（収録に関する注意点に留意し、出場校で撮り直して申し込む）
　③申し込みの期日、方法、書類等の確認　
＊原稿、申込用紙（別紙）は地区大会が終了次第すぐにメールするよう代表校に御連絡ください。

弁論大会申込に必要なもの
	　原稿
	申込書
	DVD

	Wordファイル
	Excelファイル
	印刷後、校長印押印
	都県大会後、出場校で撮影したＤＶＤ

	メールにて
	メールにて
	DVDと同封郵送
	校長印押印済み申込書と同封郵送

	都県大会後すぐ
	都県大会後すぐ
	６月２１日（木）必着
	６月２１日（木）必着


　　　＊申込書は、データメール送信　→　印刷＆押印　→　DVDと同封郵送でお願いします。
平成30年5月24日　総会議案書
関東甲信越静地区高等学校国際教育研究協議会　会則の一部改正について
　　　　　　　　　昭和５１年６月３日  施行　　　　　　　　昭和６０年５月３０日　一部改正（名称変更）
　　　　　　　　　平成５年５月２７日　一部改正（会費改定）  平成１１年５月２７日　一部改正（字句訂正）

　　　　　　　　　平成３０年５月２４日　一部改正（条文追加）
        第１章　名称および所在地
第1条 　本会は、関東甲信越静地区高等学校国際教育研究協議会と称し、事務局を原則として会長校に置く。
ただし、総会で承認された事務局長または書記（会計担当）の所属する学校を所在地とすることができる。

        第２章　目的および事業
第2条 　本会は、高等学校において、国際理解と国際協調の精神を涵養し国際社会の中で積極的に行動できる有為な人材の育成を目指す国際教育の研究と実践の推進を目的とする。
第３条　本会は、その目的の達成のため次の事業を行う。
　　１各教科科目及び特別活動等すべての教育活動の中での指導と実践
　　２国際教育に関する教員の実践教育と研修
　　３国際教育に関する諸行事の実施
    ４海外事情の調査研究及び資料の収集
　　５調査研究報告等の印刷物の発行
　　６関係官庁及び諸団体との連携
　　７その他目的達成についての必要な事項
        第３章　会員および役員
第４条　本会の会員は、次のとおりとする。
　　１正会員　　関東甲信越静地区内の都県高等学校国際教育研究協議会
　　２賛助会員　この会の趣旨に賛同するもの。または、これに準ずるもの。
第５条　本会に次の役員をおく。
　　１会長　１名　　２副会長　２名　　３理事　若干名　　４監事　２名
第６条　役員の選出は次のとおりとする。
　　１会長、副会長、監事は理事会において互選する。
　　２理事は、各都県の（高等学校）国際教育研究協議会の代表または会長の推薦をもって、これにあてる。
第７条　役員の任務は次のとおりとする。
　　１会長は、本会を代表し、会務を総理する。
　　２副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときはこれを代行する。
　　３理事は、理事会を構成し、本会の会務を執行する。
　　４監事は、会計を監査する。
第８条　役員の任期は１年とし、再任を妨げない。
第９条　本会に顧問を置くことができる。顧問は理事会の推薦によるものとする。
第10条  本会に事務局長及び書記を置く。
　　　　事務局長及び書記若干名は、会長が理事会に諮ってこれを委嘱する。
　　　　事務局長は、本会及びその他の事務を処理する。
　　　　書記は、事務局長を補佐し、本会の事務を司る。
        第４章　会議
第11条  本会は、毎年一回総会及び理事会を開く。
ただし、会長が必要と認めたとき、または理事の３分の１以上が要請したときは、臨時に総会を開くことができる。
第12条  総会の議長はそのつど選出する。
第13条　総会又は理事会において次の事項を議決する。
　　１予算及び決算の承認
　　２役員の選出の承認
　　３会則の改正
　　４その他重要な事項
第14条　総会を開く事が困難なときは、理事会をもってこれに代えることができる。
第15条　会議の議決は出席者の過半数による。

第５章　会計
第16条　本会の経費は、会費、助成金、賛助会費、寄付金、その他をもってこれに充てる。
第17条　本会の会計年度は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。
第18条　本会の年会費は、3000円とする。

第６章　付則
第19条  本会則は昭和５１年６月３日から施行する。
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